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Ⅰ はじめに 

 

福島県立宮下病院は、昭和 26 年 11 月、当時無医地区だった地域の要望に

応え、へき地医療対策の一環として福島県により設置され、以来、柳津町・三

島町・金山町・昭和村の診療圏を含むいわゆる奥会津において、唯一の公立病

院として運営されています。 

この度は、昭和 44 年に建築された施設の老朽化や狭隘な構造を踏まえ、建

替えを前提として、当該病院の果たすべき機能のあり方について検討すること

となりました。 

このため、医療関係者、学識経験者、経営専門家等の有識者に加え、地元関

係者の８名で構成する「宮下病院機能検討委員会」が設置されました。 

本委員会では、当該病院の現状や取り巻く環境を踏まえ、今後も地域におい

て必要とされる医療等の機能のあり方について、延べ４回にわたり検討を重

ね、その結果を「宮下病院機能検討委員会報告書」として取りまとめたところ

です。 

福島県におきましては、宮下病院が、奥会津における医療拠点として必要な

機能を確保し、将来にわたって地域の期待に応えることができるよう、本報告

書の内容を十分に踏まえながら、今後の建替えに向けた取組を進めていただく

ようお願いします。 

 

令和２年２月 

 宮下病院機能検討委員会  

  委員長 濱口 杉大    
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Ⅱ 現状と課題 

 

１ 将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題  

◆ 急激な患者減少が進む診療圏における医療の提供 
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２ 外来 

 

 

 

 

 課題  

◆ 患者数の多い診療科（内科、整形外科）への十分な対応 

◆ 高齢者向けの診療科（精神科、皮膚科等）の維持 

内科 外科 整形外科 精神科 耳鼻咽喉科 皮膚科 合計

平成15年度 72.8 34.2 4.0 3.2 114.2

平成20年度 50.3 21.5 4.3 1.0 0.7 77.9

平成25年度 49 0 8.9 1.7 0.8 1.1 61.5

平成28年度 42.8 1.8 52.0 14.0 5.8 9.6 57.9

平成29年度 41.2 2.4 60.6 14.8 4.5 12.5 57.9

平成30年度 41.6 1.8 59.3 18.8 4.7 14.5 59.1

0

40

80

120
診療科別1日平均外来患者数(人)
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３ 入院 

 

 

 

 

 課題  

◆ 診療圏で唯一の入院機能の維持 

◆ 患者動向を踏まえた病床規模 
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４ 救急 

 

 

 

 

 

 

 課題  

◆ 診療圏で唯一の救急・診療時間外対応機能の維持 
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５ へき地医療 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題  

◆ 診療圏の限られた医療資源の効果的な活用 

◆ 生活交通不便地域における高齢者等への医療の提供 
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Ⅲ 基本的な考え方 

 

 現状と課題を踏まえ、機能のあり方に関する基本的な考え方を定めました。 

 

 

 

 

 これに沿って、次のとおり、機能のあり方を整理します。 

 

１ 診療圏に必要な機能の確保 

民間病院の進出が困難なへき地において住民の健康を守っていくためには、

公的な医療機関が、今後も必要な機能を確保していく必要があります。 

 

 

 

２ 医療資源を活用した持続可能な運営 

将来的にも持続可能な運営のためには、医療人材や施設、財源など限られた

医療資源を踏まえた経営や地域活動に取り組んでいく必要があります。 

 

  

 予防医療・健康増進対策

 診療圏に必要な機能の確保
 医療的機能  外　来

 入　院

 救急・時間外医療

 へき地医療

 在宅医療

 保健福祉的機能  地域包括ケアシステム

 医療資源を活用した
 持続可能な運営

 運営・経営  医師・医療スタッフの確保

 安定的な運営・経営

 地域づくりへの参画

 立地・施設

奥会津における持続可能な医療提供の確保 
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Ⅳ 機能のあり方 

 

１ 医療的機能 

 

（１）外来 

 

 診療科目は内科・整形外科・精神科・皮膚科・耳鼻咽喉科等 

 常勤の内科及び整形外科医の確保 

 

○ 今後も高い需要が見込まれる「内科」、「整形外科（外科）」を主要な診療

科とし、常勤医の確保が求められます。 

○ 今後も高齢者の需要が見込まれる「精神科」「皮膚科」等も必要となりま

す。 

 

 

（２）入院 

 

 病床を有する診療所として入院に対応 

 

○ 診療圏に民間病院の進出が見込まれないため、病床を有する唯一の医療

機関として継続が必要となります。 

○ 入院患者の動向や効率的な運営の視点を踏まえ、在宅医療等を充実しつ

つ、有床診療所とすることが適当であると考えられます。 

 

 

（３）救急・診療時間外医療 

 

 救急協力医療機関として初期救急・診療時間外患者を受入 

 

○ 診療圏で受入可能な医療機関が他にないため、一定の設備を備えた救急

等対応可能な唯一の医療機関として継続が必要となります。 
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（４）へき地医療 

 

 へき地の実情に即した医療提供体制の確保 

 

○ へき地医療を維持・継続するためには、診療圏の医療機関等と連携しな

がら、へき地の実情に即した医療提供体制を確保していく取組が求められ

ます。 

 

 

（５）在宅医療 

 

 在宅医療（訪問診療・訪問看護等）の提供 

 

○ 高齢者が多い診療圏において需要の高まりが想定されるため、住民の暮

らしを見守る訪問診療や訪問看護など、在宅医療の充実が必要となりま

す。 

○ 患者や家族等へのサービスの提供が可能な訪問看護ステーションの設置

や、自立維持のための在宅訓練を行う訪問リハビリテーション等の検討が

求められます。 
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２ 保健福祉的機能 

 

（１）地域包括ケアシステム 

 

 医療機関として地域包括ケアシステムの構築を支援 

 

○ 地域包括ケアシステムの構築を支援するため、在宅医療の提供や通所リ

ハビリテーション等の医療機関としての役割を果たすほか、関係機関の連

携体制強化などの取組が求められます。 

 

 

（２）予防医療・健康増進対策 

 

 町村等と連携した予防医療・健康増進対策 

 

○ 高齢者が多い診療圏の特性を踏まえ、「健康寿命延伸」をコンセプトに、

健診や健康教室等の取組など、町村等と連携した予防医療や健康増進対策

の充実が求められます。 
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３ 運営・経営 

 

（１）医師、医療スタッフの確保 

 

 町村等と連携した「働きたい」「暮らしたい」と思える環境づくり 

 福島県立医科大学等との連携強化による医療人材の確保 

 

○ 運営に必須な医師等確保のため、教育体制・研究資源等の整った「働き

たい」施設環境づくりや、地域の魅力・資源を活用した「暮らしたい」生

活環境づくりなど、町村等と連携した手厚い対策が求められます。 

○ へき地で求められる幅広い疾病に総合的に対応が可能な医師等を福島県

立医科大学等と連携強化し、確保することが必要となります。 

 

 

（２）安定的な運営・経営 

 

 医療提供体制維持のための安定的な運営・経営 

 

○ 医療提供体制の維持には、医療人材や施設、財源など限られた医療資源

を踏まえた効率的かつ効果的な経営が必要となります。 

○ 安定的な運営に向けて、医療人材等を確保できる体制の検討が求められ

ます。 

 

 

（３）地域づくりへの参画 

 

 医療機関の専門性を活かした町村等の取組との連携 

 

○ 医療活動のみならず、地域づくりにも参画するため、医療機関の専門性

を活かし、町村等独自の取組との連携が求められます。 
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（４）立地・施設 

 

 診療圏の医療拠点であることを踏まえた立地や施設づくり 

 

○ 通院や在宅医療、災害対策に加え、町村施設等との緊密な連携など、診

療圏における唯一の医療拠点であることを踏まえた立地や施設づくりが求

められます。 
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資料編 

 

１ 宮下病院の概要 

 

（１）病院概要 

平成 31 年 4 月 1 日現在 

病院名 宮下病院 

住所 三島町大字宮下字水尻 1150 

診療圏 柳津町、三島町、金山町、昭和村 

病床数 一般病床 32 床 

診療科 

内科〔毎週月～金〕、外科〔毎週月･火･木･金午前 ※金は月１回のみ〕、

整形外科〔毎週水午前 ※第５週休診〕、精神科（心身医療･もの忘れ

外来）〔毎週火午前 ※第３･５週休診〕、耳鼻いんこう科〔毎週月午前〕、 

皮膚科〔第１･３木午前〕 

施設基準等 

一般病棟入院基本料（10 対 1）、重症者等療養環境特別加算、感染

防止対策加算 2、医療安全対策加算 2、がん治療連携指導料、入院時

食事療養（1）、認知症ケア加算 2、医療安全対策地域連携加算 2、薬

剤管理指導料、後発医薬品使用体制加算１、運動器リハビリテーショ

ン料（3）、呼吸器リハビリテーション料（2）、在宅患者訪問褥瘡管

理指導料、遠隔画像診断（送信側）、検体検査管理加算（1）、コンピ

ューター断層撮影（CT 撮影）、胃瘻造設術、胃瘻造設時嚥下機能評価

加算 

建設年月 昭和 44 年 12 月（築 50 年） 

指定機関等 へき地医療拠点病院、救急協力病院 
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（２）沿革 

 

昭和 26 年 11 月 病院開設 一般病床 24 床 診療科目：内科・外科・産婦人科 

昭和 27 年 6 月 病棟増築 9 床増床（合計 33 床） 

昭和 28 年 11 月 
伝染病隔離病舎併設 13 床増床、一般病床 4 床増床（合計

50 床） 

昭和 32 年 11 月 病棟増築 8 床増床（合計 58 床） 

昭和 33 年 6 月 病室改造 2 床減床（合計 56 床） 

昭和 35 年 9 月 
病床区分変更 一般 23 床、結核 20 床、伝染 13 床（合計

56 床） 

昭和 39 年 5 月 病室改造 3 床減床（合計 53 床） 

昭和 39 年 7 月 眼科診療開始 

昭和 44 年 12 月 
病院庁舎新築移転 一般 45 床、結核 10 床、伝染 10 床（合

計 65 床）診療科目：内科・外科・産婦人科・眼科 

昭和 45 年 7 月 産婦人科休診 

昭和 45 年 7 月 整形外科診察開始 

昭和 48 年 整形外科休診 

昭和 54 年 2 月 眼科休診 

昭和 56 年 4 月 
病床の変更（結核 10 床を一般病床に変更）一般 55 床、伝染

10 床（合計 65 床） 

平成元年 9 月 伝染病床 10 床廃止（合計 一般 55 床） 

平成 5 年 7 月 整形外科診療再開 

平成 6 年 11 月 神経精神科診療開始 

平成 8 年 10 月 耳鼻いんこう科診療開始 

平成 13 年 4 月 診療圏内のへき地診療所への診療応援開始 

平成 14 年 2 月 （財）日本医療機能評価機構の認定（一般病院 A）取得 

平成 16 年 4 月 地方公営企業法の全部適用 

平成 16 年 6 月 「へき地医療拠点病院」に指定 

平成 19 年 2 月 （財）日本医療機能評価機構の再認定（Ver.5.0）取得 

平成 19 年 5 月 皮膚科診療開始 

平成 19 年 6 月 患者送迎バス運行開始 

平成 21 年 4 月 一般病床 32 床（一般 23 床削減） 

平成 22 年 1 月 「救急協力病院」に認定 

平成 25 年 2 月 
（財）日本医療機能評価機構の再認定（Ver.6.0）取得、整形

外科と神経精神科を遠隔診療から毎週診療へ変更、外科休診 
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平成 25 年 6 月 リハビリ室オープン 

平成 25 年 11 月 精神科の院内呼称「心身医療・もの忘れ外来」開始 

平成 27 年 4 月 外科再開 耳鼻いんこう科を毎週診療へ変更 

平成 28 年 3 月 耐震改修工事竣工 

平成 29 年 2 月 （公財）日本医療機能評価機構の再認定（3rdG:Ver.1.1）取得 

平成 29 年 4 月 在宅療養生活支援外来「愛ばんしょ外来」開設 

平成 30 年 11 月 介護保険による訪問看護事業を開始 

 

 

（３）建物の状況 

 老朽化・狭隘化により患者の療養環境やスタッフの職場環境が整っていない状況に

あります。 
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ー
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面
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関

給食事務室

医療相談窓口
UP

検査室
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電
図
室

調理室 レントゲン室

事 務 室

外来トイレ 外来待合室院長室

受付

薬 局

看護
部長室

医療安全

管理室・

感染対策

室

耳鼻いんこう科

精神科（心身医療・も

の忘れ外来）

皮膚科

内視鏡室
エコー室

内　　　科
外　　科

（整形外科）
訪問看護室

売店

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

➩
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職員玄関

医　療
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サ
プ
ラ
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医局

➩

Ｃ　Ｔ　室
透視室

（介護浴槽が設置できず

個浴のみの対応）

（共有スペースがなくステーションでの食事） （正面玄関から救急患者搬入）

（外来トイレ入口：男女併設）

（狭隘な待合室）

（狭隘な外来廊下）

（狭隘な病棟廊下・ベッド搬出困難）

（狭隘な駐車場）

病棟廊下

外来廊下
外来受付ホール

外来トイレ

駐

車

場
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（４）地域の特徴 

 宮下病院が立地する三島町を含む奥会津は、県の西部に位置し、尾瀬を源流とする

只見川及びその支流沿いにある山間の地域で、冬は積雪が２ｍを超えることもある豪

雪地域です。 

 只見川に沿って走るＪＲ只見線は、新潟・福島豪雨による被害からの全面再開に向け

た取組が行われ、渓谷と鉄道が織り成す四季折々の風景を楽しむ観光キャンペーンも展

開されています。 

 住まいや仕事の確保等、移住への支援も積極的に行われており、地域への移住・二

地域居住世帯が増えています。 

 雪国ならではの民具作りの知恵や、暮らしに根付く民俗行事が継承され、町民が守

り継いできた文化を大切にする地域づくりが展開されています。 

 

      

      

      

         

第一只見川橋梁 奥会津編み組細工 

柳津町 

三島町 

金山町 

昭和村 

福満虚空蔵菩薩圓藏寺 あわまんじゅう 

沼沢湖 炭酸水 

からむし織 カスミソウ 
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２ 宮下病院の運営状況 

 

（１）患者の利用状況 

平成 15 年度～平成 30 年度の外来患者数（延）は 14,081 人～28,127 人で推移

し、平成 15 年度以降の 75 歳以上患者割合は 49.6%～63.7%で推移しています。 

 
※宮下病院「院内統計データ（平成 15 年度～平成 30 年度）」より 

 

平成 30 年度における診療科別の 1 日平均外来患者数は整形外科が最も多く、次い

で内科、精神科、皮膚科、耳鼻咽喉科、外科の順となっています。 

 

※宮下病院「院内統計データ（平成 15 年度～平成 30 年度）」より  

内科 外科 整形外科 精神科 耳鼻咽喉科 皮膚科 合計

平成15年度 72.8 34.2 4.0 3.2 114.2

平成20年度 50.3 21.5 4.3 1.0 0.7 77.9

平成25年度 49 0 8.9 1.7 0.8 1.1 61.5

平成28年度 42.8 1.8 52.0 14.0 5.8 9.6 57.9

平成29年度 41.2 2.4 60.6 14.8 4.5 12.5 57.9

平成30年度 41.6 1.8 59.3 18.8 4.7 14.5 59.1

0

40

80

120

診療科別1日平均外来患者数(人)
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平成 15 年度～平成 30 年度の入院患者数（延）は 3,726 人～8,469 人で推移

し、平成 15 年度以降の 75 歳以上患者割合は 70.9%～96.4％で推移しています。 

  

※宮下病院「院内統計データ（平成 15 年度～平成 30 年度）」より 

 

平成 15 年度～平成 30 年度にかけて、1 日平均入院患者数は 10.2 人～23.1 人で

推移しています。 

 

※宮下病院「院内統計データ（平成 15 年度～平成 30 年度）」より  
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（２）病床利用率 

平成 15 年度～平成 30 年度にかけて、病床利用率は 31.9%～42.6%で推移して

います。なお、病床数は平成元年 9 月に 65 床から 55 床、平成 21 年 4 月に 55 床

から 32 床に削減しています。 

 

※宮下病院「院内統計データ（平成 15 年度～平成 30 年度）」より 

 

（３）平均在院日数 

平成 20 年度～平成 30 年度にかけて、平均在院日数は 12.1 日～16.4 日で推移し

ています。 

 

※宮下病院「院内統計データ（平成 20 年度～平成 30 年度）」より  

15.4

12.1

15.5
16.4

15.1

0

5

10

15

20

平成20年度 平成25年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

平均在院日数
(日)
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（４）訪問診療・訪問看護 

平成 28 年度～平成 30 年度にかけて、訪問診療件数は 41 件～69 件、訪問看護

件数は 70 件～127 件で推移しています。 

 
※宮下病院「院内統計データ（平成 28 年度～平成 30 年度）」より 

 

 

（５）出前講座・院内健康教室 

平成 28 年度～平成 30 年度にかけて、出前講座の開催回数は 17 回～40 回、院

内健康教室の開催回数は 15～50 回で推移しています。 

 

※宮下病院「院内統計データ（平成 28 年度～平成 30 年度）」より 

69

57

41

127

73 70

0

50

100

150

平成28年度 平成29年度 平成30年度

訪問診療・訪問看護

訪問診療 訪問看護
(件)

24

17

40

15

50 49

0

20

40

60

平成28年度 平成29年度 平成30年度

出前講座・院内健康教室

出前講座 院内健康教室(回)
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（６）医療機関・介護施設の連携状況 

 宮下病院への紹介件数は、会津医療センター（37 件）が最も多く、次いで、金山

町国民健康保険診療所（24 件）、竹田綜合病院（17 件）となっています。 

  

 宮下病院から他施設への逆紹介件数は、会津医療センター（99 件）が最も多く、

次いで、竹田綜合病院（54 件）、会津中央病院（34 件）となっています。 

  

※宮下病院「院内統計データ（平成 30 年度）」より 

1
4

3
8

6
5

2

7

会津医療センター

金山町国民
健康保険診療所

昭和村国民
健康保険診療所

竹田綜合病院

会津中央病院

会津西病院

坂下厚生病院

柳津町国民
健康保険診療所

太田熱海病院
（郡山市）

9

岩手県立宮古病院

宮下病院

10

宮下病院

1
3

2
10

4
8

会津医療センター

竹田綜合病院

会津中央病院

会津西病院

坂下厚生病院

柳津町国民
健康保険診療所

9

鳴瀬病院

6

介護老人保健施設
悠悠

7

特別養護老人
ホーム 桐寿苑

5

金山町国民
健康保険診療所

No. 施設名 紹介

1 会津医療センター 37件

2 金山町国民健康保険診療所 24件

3 竹田綜合病院 17件

4 会津中央病院 16件

5 柳津町国民健康保険診療所 14件

6 坂下厚生病院 13件

7 昭和村国民健康保険診療所 6件

8 会津西病院 4件

9 太田熱海病院 2件

10 岩手県立宮古病院 2件

16件

151件

その他の医療機関・介護施設等

合計

No. 施設名 逆紹介

1 会津医療センター 99件

2 竹田綜合病院 54件

3 会津中央病院 34件

4 坂下厚生病院 30件

5 金山町国民健康保険診療所 9件

6 介護老人保健施設 悠悠 8件

7 特別養護老人ホーム 桐寿苑 7件

8 柳津町国民健康保険診療所 6件

9 鳴瀬病院 4件

10 会津西病院 4件

22件

277件

その他の医療機関・介護施設等

合計
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（７）救急車搬送受入状況 

 平成 30 年の診療圏における救急搬送発生件数は 602 件であり、うち 84 件は宮

下病院が受け入れています。 

 

宮下病院の診療科別救急車搬送受入件数は、平成 22 年度～平成 27 年度にかけて

減少傾向にあり、平成 27 年度以降は、ほぼ横ばいで推移しています。 

 

※宮下病院「院内統計データ（平成 20 年度～平成 30 年度）」より 

※会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部「消防年報（平成 29 年版～平成 30 年

版）」 

金山町 36件
救急搬送受入

三島町 28件
救急搬送受入

柳津町 6件
救急搬送受入

昭和村 11件
救急搬送受入

平成30年 宮下病院の救急搬送受入状況 診療圏
84件/602件
（14.0%）
救急搬送受入

その他 3件
救急搬送受入

宮下病院

診療圏における救急搬送発生件数・宮下病院受入件数

平成29年 平成30年

発生件数 557件 602件

受入件数 67件 84件

受入割合 12.0% 14.0%

発生件数 215件 252件

受入件数 2件 6件

受入割合 0.9% 2.4%

発生件数 106件 113件

受入件数 21件 28件

受入割合 19.8% 24.8%

発生件数 145件 138件

受入件数 37件 36件

受入割合 25.5% 26.1%

発生件数 91件 99件

受入件数 5件 11件

受入割合 5.5% 11.1%

発生件数 ― ―

受入件数 2件 3件

受入割合 ― ―

柳津町

三島町

金山町

昭和村

その他

町・村

診療圏

内科(件) 外科(件) 合計(件)

平成20年度 75 25 100

平成21年度 114 14 128

平成22年度 131 27 158

平成23年度 128 20 148

平成24年度 109 15 124

平成25年度 94 0 94

平成26年度 100 0 100

平成27年度 74 6 80

平成28年度 77 8 85

平成29年度 74 5 79

平成30年度 77 1 78

75

114
131 128

109
94 100

74 77 74 77

25

14

27
20

15

6 8 5 1

10,630
10,418

10,218
9,903

9,678
9,485

9,233 8,992
8,807

8,601
8,397

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

50

100

150

200

250

診療科別救急車搬送受入件数 外科

内科

診療圏人口
(件) (人)
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（８）診療応援状況  

 宮下病院は、「へき地医療拠点病院」の役割として、診療圏内の国保診療所等へ医師

を派遣しています。 

 
※宮下病院「院内統計データ（平成 28 年度～平成 30 年度）」より 

 

 

（９）職員数 

 

平成 30 年 4 月 1 日現在 

 

※宮下病院「院内統計データ（平成 30 年 4 月 1 日現在）」より  

診療圏

柳津町
三島町

金山町

昭和村

金山町国民健康保険診療所

■ 常勤医１名、往診対応なし

■ 平成30年度患者数：36人/日

【診療応援実績】

平成28年度：150回

平成29年度：145回

平成30年度：150回

（毎週火AM・水PM・金）

特別養護老人ホーム 桐寿苑

【診療応援実績】

平成28年度：47回

平成29年度：45回

平成30年度：50回（毎週火）

特別養護老人ホーム 昭和ホーム

【診療応援実績】

平成28年度：32回

平成29年度：23回

平成30年度：21回（毎月２回）

宮下病院

柳津町国民健康保険診療所

■ 常勤医１名、往診対応あり

■ 平成30度患者数：23.3人/日

【診療応援実績】

平成28年度：48回

平成29年度：8回

昭和村国民健康保険診療所

■ 常勤医１名、往診対応なし

■ 平成30年度患者数：54人/日

内科 医師 2 看護師 11

外科 医師（院長） 1 准看護師 1

検査技師 1 看護師 16

補助 1 准看護師 2

放射線 放射線技師 2

栄養管理 管理栄養士 2

理学療法士 1 31

柔道整復師 1 薬剤師 2

11 補助 1

6 3

6 51

小計事務部

小計 合計

外来

病棟

小計

薬剤部

部長室 看護師（部長、医療安全担当、
感染対策担当、在宅療養支援担当）

1

看護部

リハビリ

診療部

検査

小計



24 

 

３ 宮下病院の施設基準と病院・有床診療所の比較 

宮下病院は急性期一般入院料 4 を算定しています。看護職員の人員配置は、外来が

11 人（夜間 1 人）、病棟が 16 人（夜間 2 人）となっています。 

一般例として、急性期一般入院料 4 を算定した病院と、有床診療所入院基本料 1 を

算定した有床診療所を比較すると、有床診療所は、病院に対し、病床規模が縮小する

ほか、診療報酬基本点数が低くなる（収益減）一方、看護職員配置基準が緩和（費用

減）されます。 

 

医療法等 病院 有床診療所 現状 

病床数 20 床以上 19 床以下 32 床 

※稼働状況： 

平均 10.2～13.6 床 

(平成 30 年度病床利用

率：31.9％) 

 

施設基準等 
病院 

(急性期一般入院料 4) 

有床診療所  

(有床診療所入院基本料 1) 

現状 

(急性期一般入院料 4) 

基本点数 

(1 日につ

き) 

1,387 点 

 

 

 

 

【収益試算】 

96,663 千円 

～14 日   861 点 

15～30 日 669 点 

31 日～   567 点 

 

 

【収益試算】 

74,484 千円 

1,387 点 

看護職員 

配置人員 

外来：8 人以上 

(夜間 1 人以上) 

病棟：16 人以上 

(夜間 2 人以上) 

 

 

 

 

【人件費試算】 

118,491 千円 

外来・病棟区分なく：

10 人以上 

(夜間 1 人以上) 

※夜間看護配置加算１

(1 日につき 85 点)では

14 人以上(夜間 2 人以

上) 

 

【人件費試算】 

69,120 千円 

外来：11 人 

(夜間 1 人) 

病棟：16 人 

(夜間 2 人) 

※宮下病院「院内統計データ（平成 30 年度）」  
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４ 宮下病院の診療圏（柳津町・三島町・金山町・昭和村）の現状 

 

（１）将来人口・患者推計 

「人口ビジョン」「国勢調査」ともに、診療圏の人口は減少傾向であることが予測さ

れます。 

「人口ビジョン」「国勢調査」に基づく患者推計によると、人口の減少に比例して、

診療圏で発生する 1 日当たりの外来・入院患者数も減少することが予測されます。 

 

※柳津町・三島町・金山町・昭和村「人口ビジョン（平成 27 年度）」より 

※総務省統計局「国勢調査（平成 22 年 10 月・平成 27 年 10 月）」より 

※厚生労働省保健統計室「平成 29 年患者調査受療率（人口 10 万対），性・年齢階級×傷

病大分類×入院-外来・都道府県別（外来）」 

※厚生労働省保健統計室「平成 29 年患者調査受療率（人口 10 万対），性・年齢階級×傷

病大分類×入院-外来・都道府県別（入院）」 
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診療圏の患者数・高齢化率の将来推計

老齢層 生産年齢層 年少層 高齢化率（人口ビジョン：人口） 高齢化率（国勢調査：国勢）

（人／日） （％）
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（２）医療機関・介護施設リスト及びマップ 

宮下病院は、診療圏で唯一入院設備を持つ「病院」です。立地する三島町から約

20 ㎞の範囲に、坂下厚生総合病院と高田厚生総合病院が存在します。 

 

 

※東北厚生局「届出受理医療機関名簿（平成 29 年 5 月 1 日時点）」より 

※福島県「病床機能報告（平成 29 年度）」より 

 

 

病床数

一般 医療療養 介護療養 介護医療院 精神病床 結核病床 感染病床

1 宮下病院 三島町大字宮下字水尻１１５０ 32 32

2 竹田綜合病院 会津若松市山鹿町３－２７ 837 693 144

3 会津中央病院 会津若松市鶴賀町１－１ 713 713

4 医療法人明精会　会津西病院 会津若松市北会津町東小松２３３５ 378 68 310

5 公立大学法人　福島県立医科大学会津医療センター附属病院 会津若松市河東町谷沢字前田２１－２ 226 204 14 8

6 芦ノ牧温泉病院 会津若松市大戸町大字芦ノ牧字壇ノ下８１１－１ 120 120

7 公益財団法人　穴澤病院 会津若松市宮町１－１ 73 73

8 つるが松窪病院 会津若松市一箕町大字鶴賀字苅林３９－１ 70 70

9 医療法人昨雲会飯塚病院 喜多方市松山町村松字北原３６３４－１ 410 410

10 医療法人昨雲会飯塚病院附属有隣病院 喜多方市松山町村松字北原３６４３－１ 160 160

11 医療法人佐原病院 喜多方市永久７６８９－１ 128 35 93

12 医療法人社団日新会　入澤病院 喜多方市蒔田３１０６－２ 108 20 88

13 鳴瀬病院 喜多方市字稲荷宮７３０７－１ 90 64 26

14 医療法人社団小野病院 喜多方市字沼田６９９４ 60 60

15 福島県立南会津病院 南会津町永田字風下１４－１ 98 98

16 猪苗代町立猪苗代病院 猪苗代町字梨木西６５ 65 65

17 福島県厚生農業協同組合連合会　坂下厚生総合病院 会津坂下町逆水５０ 177 177

18 福島県厚生農業協同組合連合会高田厚生病院 会津美里町字高田甲２９８１ 199 58 50 91

No. 病院名 住所
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 宮下病院の診療圏には、無床診療所が 6 施設、特別養護老人ホームが 4 施設存在し

ます。 

一般診療所名 住所 病床数 

柳津町国民健康保険診療所 柳津町大字柳津字龍蔵庵乙 510 0 

柳津町国民健康保険診療所西山出張所 柳津町大字砂子原字居平 240-3 0 

金山町国民健康保険診療所 金山町大字川口字金洗道上 1558 0 

金山町国民健康保険診療所沼沢出張診療所 金山町大字沼沢字上田表 963-1 0 

金山町国民健康保険診療所横田出張診療所 金山町大字横田字古町 685-1 0 

昭和村国民健康保険診療所 昭和村大字小中津川字石仏 1836 0 

 

施設名称 住所 収容数 

特別養護老人ホーム 福柳苑 柳津町飯谷字前林甲 370 80 

特別養護老人ホーム 桐寿苑 三島町宮下字坂ノ下 659 50 

特別養護老人ホーム かねやまホーム 金山町中川沖根原 1324 80 

特別養護老人ホーム 昭和ホーム 昭和村小中津川石仏 1930 30 

 

※東北厚生局「届出受理医療機関名簿（令和元年 5 月 1 日時点）」より 

※福島県高齢福祉課「高齢者施設等一覧（平成 31 年 4 月 1 日時点）」より 
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（３）患者流出状況 

 外来患者の約 6 割が診療圏外に流出しています。特に、会津若松市・会津坂下町へ

の流出が大きく、5 割以上となっています。 

 入院患者の 8 割以上が診療圏外に流出しています。特に、会津若松市・会津坂下町

への流出が大きく、約 7 割となっています。 

 

※福島県国民健康保険団体連合会「国民健康保険レセプトデータ 三島町・柳津町・金山

町・昭和村（令和元年 5 月分）」より 

※福島県後期高齢者医療広域連合「後期高齢者保険レセプトデータ 三島町・柳津町・金

山町・昭和村（令和元年 5 月分）」より 

 

  

【会津若松市】

外来 1,217人/25.4%

入院 1,113人/45.6%

【喜多方市】

外来 70人/1.5%

入院 17人/6.9%

【会津坂下町】

外来 1,408人/29.4%

入院 1,056人/22.6%

【南会津町】

外来 42人/0.9%

入院 16人/2.4%

【会津美里町】

入院 11人/4.4%

診療圏からの患者流出状況

【診療圏内】

外来 1,922人/40.1% 充足

入院 1,033人/13.3% 充足

外来 流出 2,866人 / 全体 4,788人 ＝ 59.9%

入院 流出 215人 / 全体 248人 ＝ 86.7%いい
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（４）診療圏の訪問看護・訪問介護事業所配置状況 

 診療圏内で訪問看護・訪問介護を実施する事業所は 3 施設です。 

診療圏内・近隣地域で訪問リハビリを実施する事業所はありません。 

 

 

※福島県高齢福祉課「サービス別事業所一覧（令和元年 10 月 1 日現在）」より 

※各地域包括支援センター「聞き取り調査（令和元年 11 月 7 日時点）」より 

No. 事業所名 事業内容 所在地

桐寿苑ホームヘルプサービス 訪問介護

短期入所生活介護

介護予防短期入所生活介護

訪問介護

訪問入浴介護

かねやまホームデイサービスセンター 通所介護

かねやまホーム居宅介護支援事業所 居宅介護支援

短期入所生活介護

介護予防短期入所生活介護

訪問看護

介護予防訪問看護

福寿草デイサービス 通所介護

桐寿苑居宅介護支援事業所 居宅介護支援

社会福祉法人両沼厚生会　柳津デイサービスセンター 通所介護

社会福祉法人両沼厚生会　柳津指定居宅介護支援事業所 居宅介護支援

短期入所生活介護

介護予防短期入所生活介護

短期入所生活介護

介護予防短期入所生活介護

昭和村在宅介護支援センター

すみれ荘居宅介護支援事業所

9 デイサービスセンター　咲顔 地域密着型通所介護 柳津町郷戸字石神浦甲2279

10 よこたデイサービスセンター 地域密着型通所介護 金山町横田字古町685-1

11 デイサービス西輝 地域密着型通所介護 三島町西方字居平77

認知症対応型共同生活介護

介護予防認知症対応型共同生活介護

認知症対応型共同生活介護

介護予防認知症対応型共同生活介護

桐寿苑ショートステイ
1 三島町宮下字坂ノ下659

ホームヘルプステーション「ゆうゆう」

かねやまホーム短期入所生活介護事業所

金山町中川沖根原13242

昭和村小中津川字石仏1930

3 福島県立宮下病院 三島町宮下字水尻1150

4 三島町宮下字下乙田889

5 柳津町柳津上荒町甲1118

8 居宅介護支援 昭和村小中津川石仏1836

12 グループホーム柳の杜

13 グループホームかねやま

柳津町郷戸字川口原丙1106-22

金山町中川沖根原1223-1

6 特別養護老人ホーム　福柳苑 柳津町飯谷字前林甲370

7 特別養護老人ホーム　昭和ホーム

6

12

10

9
11

診療圏

三島町金山町 柳津町

昭和村

2
13 1 3

4

5

7 8

柳津町地域包括支援センター

ケアマネジャー：1人

保健師：1人

三島町地域包括支援センター

社会福祉士：1人

金山町地域包括支援センター

ケアマネジャー：1人

保健師：1人

昭和村地域包括支援センター

ケアマネジャー：1人

保健師：1人
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５ 宮下病院機能検討委員会 

 

（１）宮下病院機能検討委員会設置要綱 

 

（設置目的） 

第１条 宮下病院の建替えを前提として、今後、地域の医療圏において果たすべき機能

のあり方について検討することを目的に、「宮下病院機能検討委員会」（以下、「委員会」

という。）を設置する。 

 

（検討事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について必要な検討を行う。 

(1) 果たすべき機能のあり方に関する事項 

(2) その他目的達成のため必要な事項 

 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に定める委員をもって組織する。 

２ 委員の任期は、第２条に定める事項の検討が終了するまでとする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故等あるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員会の会議（以下、「会議」という。）は、委員長が招集する。 

２ 会議は、原則として公開とする。ただし、次に掲げる場合は、非公開とする。 

(1) 検討において個人情報等を取り扱う場合 

(2) その他委員長が非公開と判断した場合 

３ 委員長は、会議に付する必要がないと認める事案については、持ち回り審査により

過半数の委員の同意をもって、会議の審査に代えることができる。 

 

（意見の聴取） 

第６条 委員長は、必要に応じて専門的助言及び意見を得るため、会議に委員以外の者

の出席を求めることができる。 
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（秘密の保持） 

第７条 委員は、その職務上知り得た秘密を他に漏らし、又は自己の利益のために利用

してはならない。その職を退いた後も同様とする。 

 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、病院局病院経営課において処理する。 

 

（雑則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別

に定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和元年９月６日から施行する。 
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（２）検討委員会委員名簿 

 

所属等 役職 
氏名 

（五十音順） 
備考 

宮下病院 院長 浅野 宏  

三島町 特命担当課長 小柴 謙  

一般社団法人 

両沼郡医師会 
会長 佐藤 信也  

公立大学法人 

福島県立医科大学看護学部 

地域・在宅看護学部門 

教授 髙橋 香子  

公立大学法人 

福島県立医科大学会津医療センター 

小腸・大腸・肛門科学講座 

教授 冨樫 一智  

南相馬市立総合病院 

事務部経営管理課 

事務部参事 

兼経営管理課長 
能勢 成人  

社会福祉法人 

みしま 
理事長 秦 千代栄  

公立大学法人 

福島県立医科大学附属病院 

総合内科 

教授 濱口 杉大 委員長 

 

 

（３）検討委員会開催状況 

 

開催日 内容 

令和元年 

10月18日（金） 

@県立医科大学 
第1回検討委員会 

・委員会のスケジュール 

・宮下病院の現状と取り巻く環境 

11月29日（金） 

＠三島町町民 

センター 

第2回検討委員会 ・宮下病院の機能のあり方① 

12月20日（金） 

@県立医科大学 
第3回検討委員会 ・宮下病院の機能のあり方② 

令和 2 年 
2 月 14 日（金） 

＠杉妻会館 
第4回検討委員会 

・宮下病院機能検討委員会 

報告書（案） 



 

  



 

 


